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『大自然と人々 が融合し、「新たな力」が
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　えびの市は、昭和45年の市政施行以来、４次にわたる総合計画を策定し、その時々
の時代潮流や市民ニーズを踏まえながらまちづくりを進めてまいりました。この間、少子
高齢化の進行や地球規模での環境問題の顕在化、世界的な経済変動、高度情報化など、
地域社会を取り巻く環境は大きく変化してきております。さらに、口蹄疫の発生や新燃
岳の火山活動、東日本大震災など、人々の安心・安全な生活を大きく揺るがす災害が発
生し、行政の迅速かつ的確な対応が強く求められております。
　このような中、これまでのまちづくりで培われてきた成果をさらに発展させるとともに、
本市に息づく人々の営みや大自然、歴史・文化などを未来へと守り育て、住みよいまちと
して輝き続けていくための未来設計図として、「第５次えびの市総合計画」を策定いたし
ました。
　本計画では、『大自然と人々が融合し、「新たな力」が躍動するまち　えびの』を将来
像に掲げたところです。「えびの市自治基本条例」の趣旨を踏まえ、市民や事業者の方々
と共に手をたずさえながら協働によるまちづくりを進めていくことで、一体感と絆が深ま
り、さまざまな「新たな力」が誘発され、活性化の原動力になることを期待しております。
また、南九州を見据えた視点を持つことにより、これまでにないさまざまな可能性を引き
出し、個性や魅力として対外的に発信することによって、交流人口の拡大や定住に繋げ
ていくことを目指しております。
　これからの社会情勢は、これまでにない変化を見せながら、市政や市民生活にさまざ
まな影響を及ぼすことが予想されますが、将来像をしっかりと見据え、躍動するまちを
目指してまいりますので、市民の皆様のなお一層のご理解とご協力をお願いいたします。
　今回は、概要版として、解りやすくまとめましたので、ご一読頂ければ幸いです。

― 　 南 九 州 の 交 流 拠 点 都 市 を 　

えびの市長 村　岡　隆　明



躍動するまち　えびの』

3

目 指 し て 　 ―

えびの市ってどんなまち 4

これからどんなまちになるの 5-7

えびの市将来像を目指すための基本目標 8-9

新たな活力を生む〝産業づくり〟 10

志と郷土愛を持つ〝人づくり〟 11

誰もが元気〝健康のまちづくり〟 12

みんなのかおが見える

　　　　〝協働と福祉のまちづくり〟
13

自然と調和した住みよい

　　　　〝生活環境づくり〟
14

計画の実現に向けて 15

も　く　じ

第５次えびの市総合計画



4

●自然環境に恵まれたまち
◇ 面積　　283.00k㎡
　 　　　・ 総面積の約70％を林野が占め、北部は矢岳高原、南部はえびの高原や韓国岳など、多くの山々

や高原に囲まれています。
◇ 位置　　宮崎県の最西端にあり、鹿児島県・熊本県との県境に位置しています。
◇ 地勢　・ 中央の盆地には、約34万年前の大噴火で出来た加久藤カルデラに囲まれた、自然豊かな田園地

帯が広がっています。
 　　　　・ 田園地帯の中央には、県内で唯一西流する川内川が悠然と流れ、河川の流域は地力の恵みで農

作 物の栽培に適した土壌となっています。
 　　　　・ えびの高原は、日本で初めて国立公園に指定された「霧島錦江湾国立公園」内にあり、えびの

高原を含む一帯は、貴重な地形や地質に触れることのできる自然公園「ジオパーク」の一つで
ある「霧島ジオパーク」として、「日本ジオパーク」に認定されています。

「えびの市」は  こんなまちです。
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今日は、えびの市について
勉強しましょうね！
未来ちゃんと新くんは、え
びの市がどんなまちなのか
知ってるかな？

こんにちは、えびの市
のマスコット「みなほ」
です！
えびの市は農業が盛
んで、人と自然が豊か
なまちなんだよ。

なんだか寂しいね…。
これからえびの市はどんなまち
になっていくの？

それじゃあ、この「第５次えびの市総
合計画」をいっしょに見てみようよ。
これはえびの市の未来設計図なんだ。

みなほちゃん！
そうだよね！お米もお
いしいし、温泉もある
し、僕も大好きだよ！

でも、人口が減って
きているし、これか
らも減っていくみたい
なんだ。

うーん、いき
なりそう言わ
れると難しい
なあ…。
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　本市は緑豊かな自然と、先人の培ってきた貴重な歴史、文化、伝統を受け継ぎながら市政施行以来
標榜してきた「田園観光都市」を継承しつつ、魅力的な「住みたいまち」を目指してきました。
　さらに、えびの市民憲章は、このまちづくりに対する市民共有の基本的な姿勢を示したものであ
り、いつの時代にあっても変わらない普遍的な目標として根づいています。

まちづくりの目標

えびの市民憲章えびの市民憲章（昭和 48 年 6月18日制定）（昭和 48 年 6月18日制定）

○自然を守り　緑豊かなまちをつくりましょう

○健康で明るいまちをつくりましょう

○たがいにたすけあい　楽しいまちをつくりましょう

○教養を高め　文化のまちをつくりましょう

○みんなで栄える　住みよいまちをつくりましょう

この計画には、これから10
年間えびの市をどんなまちに
していくのか、いろんな目標
や方法が書いてあるんだ。

そのとおり！「新たな力」っていう
のは、このすばらしい大自然を活
かしつつ、市民みんなで力を合わ
せて、工夫しながら創っていく力
のことなんだ！

そうなんだね。
ところで、目標の下に書いてある
「南九州の交流拠点都市を目指
す」ってどういう意味なの？

なるほど！みなほ
ちゃん、もっと詳
しく聞かせてよ！

えびの市には高速道路のジャンク
ションもあるし、鹿児島県、熊本
県の県境に位置してるよね。
いろんなまちからえびの市に人やも
のが来てくれることで賑わいが出て
くるんだ。

『大自然と人々が融合し、「新
たな力」が躍動するまち　
えびの』っていうのが
新しい目標なんだね！
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　本市は宮崎、鹿児島、熊本の県境にあり、九州縦貫自動車道により、南九州の各拠点都市間や、福岡・
北九州などの大都市圏を結ぶ交通の結節点として、人的・物的な交流拠点都市となる可能性を有して
います。これらの立地的な優位性は依然、企業立地において大きな魅力であるとともに、基幹産業で
ある農業の振興とあわせ雇用創出や流入人口の増加の可能性を大いに秘めています。これらの可能性
の実現に向けて、本市の有するすべての魅力や個性を最大限に引き出し、対外的に発信することによっ
て、交流人口の拡大や定住に繋げていくことを目指しています。

南九州の交流拠点都市を目指して
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●第５次えびの市総合計画における将来都市像
　本市の有するすべての魅力を最大限に引き出しながら、人々の結集と創造によって「新たな力」を生み出
すとともに、市民が、豊かな自然環境・田園景観に抱かれた中で育ち、学び、働き、生きることに喜びを感
じ、お互いを敬い、家族・地域の絆を大切にし、心の豊かさや幸せを感じられるまちを目指し、次代を見据
えてえびの市の将来像を次のように定めます。

大自然と人々 が融合し、「新たな力」が躍動するまち　えびの

― 南九州の交流拠点都市を目指して ―
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　本計画は、「基本構想」と「基本計画」及び別に定める「実施計画」から構成されています。
　「基本構想」は、2012年度から2021年度を計画期間として、本市の目指す将来像を設定し、これ
を実現するためのまちづくりの目標及び施策の大綱を示すものです。
　「基本計画」は、基本構想に掲げた将来像及び分野別のまちづくり目標の実現を図るために、個々の
施策を体系的・具体的に明らかにするもので、個別の計画、事業などはすべてこの基本計画に即して
進めることとなります。
　「実施計画」は、基本計画で示した施策に基づき、主要な事業を具体的に示すものであり、各年度の
事業実施の指針として、毎年度必要な点検・見直しを行いながら策定するものです。

計画の構成と期間

〝基本計画〟

〝実施計画〟

〝基本構想〟
まちづくりの基本的な方針

※総合計画は、市の策定する計画の中で最も上位に
　位置する計画です。

〝基本計画〟

〝実施計画〟

2012
（平成 24年度）

2016
（平成 28年度）

2021
（平成 33年度）

基本構想　１０年間

前期基本計画５年間

実施計画3年間

後期基本計画５年間

〝基本構想〟

◎計画の構成

　１．人口減少と少子高齢化への対応

　２．地方分権への対応と市民参画・協働の拡大

　３．豊かな自然環境の保全

　４．産業の活性化と雇用状況への対応

　５．安心・安全のまちづくり

　６．教育ニーズの高まりと明日を担う人づくり

　７．価値観及びライフスタイルの多様化

えびの市を取り巻く社会状況と課題



＝　基本目標　＝
１　新たな活力を生む〝産業づくり〟 【産業の振興・都市基盤の整備】
２　志と郷土愛を持つ〝人づくり〟 【教育・文化・スポーツの振興】
３　誰もが元気〝健康のまちづくり〟 【保健・医療の充実】
４　みんなのかおが見える〝協働と福祉のまちづくり〟 【住民自治・福祉の充実】
５　自然と調和した住みよい〝生活環境づくり〟 【自然環境の保全・生活環境の整備】

えびの市将来像を
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❶　新たな活力を生む

　　〝産業づくり〟
【産業の振興・都市基盤の整備】

　本市は、基幹産業の農業を中心に、企業誘
致にも力を入れながら産業の振興を図ってき
ました。今後も地域の自立と活性化を目指す
うえでまちの活力となる産業の振興は、より
重要性を増しています。
　そのため、本市の豊かな自然や培われてき
た産業、文化、また、これまで整備されてき
た社会基盤を含めたあらゆる地域資源をまち
の活力として最大限に発揮することで、訪れ
る人々にも活力を感じてもらえるいきいきと
したまちを目指します。

❷　志と郷土愛を持つ〝人づくり〟
【教育・文化・スポーツの振興】

　「人づくりが地域づくりである」本市はこの観点を大切に、
教育・学習・文化・スポーツなどの基盤を整備してきました。
様々な価値観や情報が氾濫し、日々変化していく社会の中、
今後もこの観点を貫いていくことが大切であり、郷土を大
切にする心、お互いの人権を尊重する心を、心の軸として
持ち、２１世紀を担う創造性豊かな意欲ある人づくりを目
指します。また、市民が郷土の文化やお互いに学び合うこ
とを通じて、高め合うことができるまちを目指します。



目指すための基本目標
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❸　誰もが元気

　〝健康のまちづくり〟
【保健・医療の充実】

　健康はすべての活動の根幹となるものです。本市は市民が
健やかに生活できるよう、健康づくりや医療などの基盤を整
備してきました。高齢化が一層進む中、誰もが健康に暮らし
続けられるまちづくりは重要なキーワードとなります。
　そのため、市民一人ひとりが健康への配慮を通じて心と体
の健康づくりに取り組み、いつまでも健康でいきいきと暮ら
すことができるまちを目指します。

❹　みんなのかおが見える

 〝協働と福祉のまちづくり〟
【住民自治・福祉の充実】

　本市ではいち早く進む少子・高齢化に対応するため、
市民との協働のまちづくり、福祉のまちづくりを進め
てきました。しかし、少子・高齢化という社会形態の
中、地域には福祉をはじめ様々な課題が山積していま
す。そのため、市民一人ひとりが地域課題について考え、
相互に協力しながらその解決に向けて取り組むととも
に、地域の中でともに支え合い・助け合い、絆を深め
ながら安心して暮らすことができるまちを目指します。

❺　自然と調和した住みよい

　〝生活環境づくり〟
【自然環境の保全・生活環境の整備】

　面積の約７割を山林が占め、川内川上流に位置す
る本市は、この豊かな自然と調和を図りながら、住
宅をはじめとした生活環境の整備を進めてきました。
このような環境を、他にはないえびのの魅力として
まちづくりに生かしていくことが大切です。
　そのため、本市の豊かな自然環境を守り育て、訪
れる人々にえびのの豊かな自然・景観がかもし出す
潤いや安らぎを感じてもらい、訪れて良かったと思
われるまちを目指します。また、自然との調和が保
たれた住みよい生活環境の中で安らぎのある生活を
送ることができるまちを目指します。
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新たな活力を生む〝産業づくり〟

農業の振興

畜産の振興

林業の振興

商工業の振興

企業誘致施策の推進

観光の振興

基本施策

地域資源を生かした産業の振興1

計画的な土地利用の推進

道路の整備

地域情報化の推進

基地対策の推進

基本施策

まちの活力につながる環境づくり2

そういえば、えび
のの牛が日本一に
なったんだよね！

まちが元気になるには、え
びのの魅力を僕たちがよく
理解し、誇りを持つことから
はじまるんだね。

私もこのまちで、都会
や他のまちではできな
いような仕事をしてみた
いな！

まちが元気になるために
は、まず人が元気でなく
ちゃはじまらないよね！

ここでも「新たな力」が必要なんだね！
霧島ジオパークが日本ジオパークに認定
されたけど、それも「新たな力」かな？

うん、牛だけでなくお米や野菜
など、えびの市の農業の力は
すごいんだ！
この力を未来へつなげていくた
めに、これからはえびの独自
の加工品やブランド化が必要だ
し、後継者も育てて行かなくて

はならないね。

いいところに気がついたね！
ジオパークの他にもえびの市には多くの
観光資源があるから、それらを結びつ
けることで、さらに新たな魅力を発見
できるはずだよ。そして積極的に情報
発信することが大切なんだ。
道の駅も出来るし、市民総ぐるみでお
もてなしの気持ちを持ちたいよね。
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志と郷土愛を持つ〝人づくり〟

学校教育の充実

青少年の健全育成

生涯学習の促進

スポーツの振興

人権意識の高揚

基本施策

郷土を担う人材の育成1

文化芸術活動の促進

国際交流の充実

基本施策

郷土文化の継承と新しい文化の創造2

僕達の小学校では、中学校の先生が英語を教え
てくれているよ。

えびの市では、小学校と中学校、県立高
校と連携しながら、一貫してみんなを育
てていく独自の取り組みが行われている
んだ。

もちろん、大人になってからも勉強や
生き甲斐づくりは大切だね。
えびのは市立図書館もあるし、地域ス
ポーツクラブも充実してるんだ。

僕は地域で兵児 (へこ ) 踊
りをやってるよ。
おじちゃんたちに教わった
り、みんなの前で踊って
拍手をもらうととても
うれしくなるんだ。

市内には多くの郷土芸能が残っていて、
それが地域の大きな絆になっているんだ。
人が元気になるってことは、人が育つこ
とにもつながるんだね。

人づくりって学校だけの話な
の？
おばあちゃんは、公民館の
パソコン教室に通ってるよ。
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誰もが元気〝健康のまちづくり〟

健康づくりの推進

地域医療体制の整備

基本施策

健康の保持・増進1

人が元気でいるためには健康づく
りも大きなポイントだよね。
えびの市では、市民のみんなが
健康でいられるように、様々な健

診や予防接種など
を受けられる取
組みを行って
いるんだ。

医学が発達して、早期に病気が見つかる
と治る確率が高くなっているんだ。日ごろ
からみんなが健康意識を高く持つことで、

健康のまちづくりが実現でき
るんだ。

えびの市は受診率が
低いから、もっともっ
と意識を高めていか
ないといけないね。

私のおじいちゃんやおばあ
ちゃんも、「なにより健康が
一番」と言って健診に行っ
てるよ。

最近は心の病気にかかる人
も多いって聞くけど…。

心の病気は、うつ病とか自殺に
つながる事もあるので、周りの
みんなの協力が必要なんだ。
励ますだけじゃなく、しっかり
話を聞いて寄り添うことが大切
だね。
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みんなのかおが見える〝協働と福祉のまちづくり〟

市民協働によるまちづくり

市民参画による行政の推進

男女共同参画の推進

情報共有化の推進

基本施策

住民参加・協働のまちづくり促進1

日常生活における安全の確保

防災対策の見直し・強化

社会保障の確保

基本施策

安心して暮らせるまちづくり3

地域福祉の推進

子育てしやすい環境づくり

高齢者が安心して暮らせる
環境づくり

障がいのある人が安心して
暮らせる環境づくり

基本施策

かおの見える福祉の充実2

最近「協働」って言葉をよく
聞くけど、どういう意味なの？

これまでも話したとおり、まち
を元気にするには市民の力が大
きいことがわかったよね。
協働とは、行政と市民がそれぞ
れお互いに理解し「共に協力して
行動する」ことなんだ。

えびの市では、市民のみんなと
行政で考えた「えびの市自治基
本条例」っていうのがあると聞
いたけど…。

えびの市の条例の中で一番
大切な条例として位置づけ
られているんだ。

「協働」に「自治」かあ…
なんだか難しいね。
僕にも出来るかな？

みんなで頑張って、みんなで責任を持って、
みんなで幸せになろうってことなんだね。
えびの市にはそんな力がまだまだ眠っている

ような気がする！
私達が力を合わせれば、私達の

未来は明るくなりそうだね！
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自然と調和した住みよい〝生活環境づくり〟

自然環境の保全

景観形成の推進

河川汚濁処理対策の推進

資源循環型社会の推進

基本施策

調和のとれた美しい景観の保全1

安全でおいしい水の
安定的な供給の確保

市民の憩いの場の整備

住宅対策の推進

公共交通手段の確保

基本施策

住みよい生活環境の確保2

僕達がずっとえびの市に住ん
でいくためには、素晴らしい自
然はもちろん、いろんな生活

環境も守って
いきたいよ
ね。

なんだかとってもお金がかかり
そうな話だね。他にも道路や橋
や水路などもあるし…。

そうだね、生活環境を守るには、
とても多くの予算が必要なんだ。
だから行政は、限られた予算に優
先順位をつけて本当に必要な市民
サービスを提供していかなくては
ならないんだ。

これからは、どんな
かたちで生活環境を
守っていくの？

えびの市では、企業と協力して
植樹活動をしたり、市民のみん
なと協力してごみの分別を行っ
たり、浄化槽の補助を行ったり、
自然への負荷を減らす活動を

行っているよ。

たとえば、えびのの水道水はとてもおいし
いんだけど、災害の事を考えると新しい井
戸を掘って、水源をつくる必要があるんだ。

それと、空き家も増えているから、
土地の利用方法や景観につい
ても考えていかなくてはなら

ないね。
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計画の実現に向けて

―

　
南
九
州
の
交
流
拠
点
都
市
を
目
指
し
て
　―

『
大
自
然
と
人
々
が
融
合
し
、

「
新
た
な
力
」が
躍
動
す
る
ま
ち  

え
び
の
』

地域資源を生かした産業の振興1

まちの活力につながる環境づくり2

郷土を担う人材の育成1

郷土文化の継承と新しい文化の創造2

健康の保持・増進1

住民参加・協働のまちづくり促進1

かおの見える福祉の充実2

安心して暮らせるまちづくり3

調和のとれた美しい景観の保全1

住みよい生活環境の確保2

基本目標 1
【産業の振興・都市基盤の整備】
新たな活力を生む〝産業づくり〟

基本目標 2
【教育・文化・スポーツの振興】
志と郷土愛を持つ〝人づくり〟

基本目標 3
【保健・医療の充実】
誰もが元気〝健康のまちづくり〟

基本目標 4
【住民自治・福祉の充実】
みんなのかおが見える
　　〝協働と福祉のまちづくり〟

基本目標 5
【自然環境の保全・生活環境の整備】
自然と調和した住みよい
　　　　　　〝生活環境づくり〟

計画の実現に向けて

『「
将来像

施策体系

話を聞いていると、すべてのこと
を行っていくのは大変そうだね。

そうだね、僕達にしか
出来ない「協働」もあ
りそうだし、今日から
僕達に出来る何かを
始めていくことが大切
だね。

そういう考え方が大切だと思うよ。
一人ひとりの力が積み重なっていけば、
いずれは大きな「新たな力」となってい
くと思うから、小さなことからでも始め
てほしいな。

でも、私達も出来ることから始め
ればいいんじゃないの。
「みんなで力を合わせて」ってみな
ほちゃんも言ってたし、その「みん
な」の中には私達二人も入ってい
るのよ。

「協働」を進めていくためには、
この「第 5次えびの市総合計
画」を市民のみんなに知って
もらうことも必要だね。

しっかり
勉強でき
たみたい
だね！！

みんなで力を合わせて『大自然
と人々が融合し、「新たな力」
が躍動するまち えびの』を目
指して頑張ろうね！
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